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1. はじめに 

「伊豆沼・内沼ドジョウ・ナマズ研究会」は，平成１５年より，木材，電線管，波付の丸型，波付のＵ型，

コンクリートＢＦを素材とした水田魚道の開発，遡上実験に取組んできた．１）２） その結果，平成１９年に

は「波付のＵ型」と「波付の丸型」の既製品を利用した水田魚道の設置工法を確立した。３） 

このうち「波付の丸型」が水田の落水口に利用されている排水管と同じ資材であることに着目し，水田魚

道と落水口を兼用することができれば，安価に，かつ多くの場所に設置することが可能と考え，試作品の製

作および現場での遡上実験を行った． 

実験の結果，良好な遡上を確認した．今までの工法に比較して，最も安価に設置することが可能なことか

ら，今回製品化を行ったものである．以下その設置方法について紹介する． 

２．落水口を利用した水田魚道の構造 

（１）宮城県内の圃場整備事業で使用している落水口 

  落水口はコンクリート製で，堰板で田面の 

水位を調整する越流タイプである（図－１）． 

堰板が垂直落差のため，堰板まで魚類が遡 

上しても， 田んぼに遡上できない構造である． 

 

                                

（２）落水口の開発                        図―１ 落水口横断図 

  既存の落水口であっても堰板をはめ込む凹部に「波付の丸型」を接続すれば魚類を遡上させることは

可能であるが，この場合落水口の一部改良と接続部の製品開発が必要であった． 

そのため今回，魚類遡上に適した新たな 

落水口（ポリエチレン製）を考案した． 

（写真―１）（写真―２）   

（３）落水口を利用した水田魚道の構造 

  落水と魚道を兼用する部分は「波付の丸 

型」を排水路溝畔法面に勾配１０°前後の 

設置する． 

水田側は落水口の呑口に継手（写真―２） 

を取付け，「波付の丸型」を接続する. 

  この際，「波付の丸型」の長さは２ｍとし，田面の水位に追従するよう呑口部にペットボトル等を取り

付ける．（写真―３） 

田面水位が２０cmの場合でも設置勾配が１０°であり，魚類遡上への影響はない。 

 

＊ 伊豆沼・内沼ドジョウ・ナマズ研究会 

写真－１ 落水口 写真－２ 落水口と波付の丸型の継手



 

 

 

 

（４）魚道の遡上口 

  魚道遡上口先端が水中に深く埋没すると，「水面の流れの変化」や「水音で遡上を刺激する効果」が

失われ，魚の遡上が阻害される。このため，魚道遡上口先端にフロー

ト（発砲スチロールやペットボトル等）を取り付けることで，排水路

の水位変化に追従させ，管先端の底面を水面（自由水面）に近づける

ことが必要である．４）なお，U型断面水路に設置する場合は, 魚道の

取り付け部を台形断面にして拡幅する．（写真―５） 

（５）設置における留意点 

排水路溝畔法面への「波付の丸型」は水位の変動に対応可能な管長 

とする． 水面上の「波付の丸型」の管長が長すぎると水中に埋没して遡上口の流速が遅くなり遡上効

果が低くなるので，遡上口の流速を確保するとともに，流れが一定となる勾配を確保する長さとする． 

（６）魚道の水量管理方法 

    「波付の丸型」は流下水量が増えると流速が上がり，魚類の遡上が困難となる．設置勾配１０°で

ドジョウ、メダカ、モツゴなどの体高の低い魚類を遡上させるには水深１cm前後を確保し，緩やかな

流れにする必要がある． 

３．設置資材費用 

設置資材費用は，表―１の通りである． 

資　材　名　称 仕　　　　　様 数　量 単　価 　総　価 　合　　計

　落　水　口 内径 ：１５０ｍｍ 1 ８,０００円 ８,０００円

　波付の丸型 内径 ：150mm　L ：4m 2 ４,０００円 ８,０００円

　継手（ソケット） 落水口と波付の丸型150mm 1 ６,０００円 ６,０００円 ２２,０００円

表ー1　落水兼用水田魚道の設置資材費用(設置勾配１０°魚道延長６ｍ）

 

４．今後の課題 

   水田に設置する場合の設置間隔や魚類が水田で産卵のために遡上する最適時期を把握し，農法と結びつ

けた水田と魚道の水管理方法を確立する必要がある． 今後は，設置場所や遡上魚種に応じた水田魚道の工

法を全国に普及させていきたいと考えている． 
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写真－４ 水田側の継ぎ手と落水口写真－３ 水田側の波付の丸型

写真－５ 水田魚道の遡上

図－２ 落水兼用水田魚道横断図 


